
 

 

神奈川東部方面線（相鉄・ＪＲ直通線）の開業について（報告） 

 

１ 主旨 

神奈川東部方面線（相鉄・ＪＲ直通線）では、相模鉄道(株)と東日本旅客鉄道(株)による

訓練運転が開始され、運行計画や運賃等について公表されるなど、開業に向けた準備が順

調に進められています。 

相鉄・ＪＲ直通線の運行計画等についてまとまりましたので、その概要をご報告します。 

 

２ 開業日 

令和元年 11月 30日（土）  

 

３ 運行計画 

○運行区間 海老名～ＪＲ線 新宿 

（朝通勤時間帯の一部列車は川越駅まで直通） 

○運転本数 終日運行本数・・・46往復（92本） 

朝ピーク時間帯・・・４本/時 

その他時間帯・・・２～３本/時 

○停車駅  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○主な区間の所要時間（最速達列車の場合） 

・二俣川～新宿     44分 

・大和～渋谷    45分 

・海老名～武蔵小杉 36分 

 

４ 運賃 

 ○加算運賃の設定 

  新規開業に伴う多額の資本費コストを回収するために、加算区間「西谷～羽沢横浜国

大」において、基本運賃に 30円が加算されています。 

○主な区間の運賃 

  二俣川～新宿 769円（ＩＣ運賃）、780円（きっぷ運賃） 

※消費税増税を見込んだ運賃です。 

 

５ その他 

  (独)鉄道・運輸機構及び相模鉄道(株)が開業を記念する式典などを企画しています。 

建築･都市整備･道路委員会資料 

令 和 元 年 ９ 月 1 1 日 

都 市 整 備 局 

資料４ 

開業区間 



 

【参考１】相鉄・ＪＲ直通線の概要 

整備区間 西谷～羽沢横浜国大～ＪＲ東海道貨物線接続部 

   整備延長 約 2.7㎞ 

   整備主体 (独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構 

   営業主体 相模鉄道(株) 

 

【参考２】 

＜新ダイヤ路線図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜現行ダイヤ路線図＞ 

 

 


